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　近年 Brown ＆ Goldstein に よ っ て マ ウ ス 腹腔 マ ク ロ フ ァ
ージ （M φ）が 低比重 リポ 蛋白

（LDL ）の リ セ プ タ
ー

は有 さず、ア セ チ ル 化 （Ac）LDL に 対して は細胞膜 リ セ プ タ ーを介 し

て迅速 に取 り込 む ことが 明 らか に され、以来 コ レ ス テ ロ
ー

ル 代謝に おける M φの 重要性 が注 目

され て い る 。 今回われわれは リボ蛋白の 取 り込 み に よ る M φの 泡沫細胞形成過程を明 らかにす

る 目的で 、ラ ッ ト腹腔 M φを ヒ トLDL ，高比重 リボ蛋 白 （HDL ）お よび それぞれの Ac リボ蛋白

存在下で 培養 し 、 泡沫細胞の 発生過程を ラ イ ソ ゾ
ー

ム を中心 に 電顕的 ， 組織化学的，免疫細胞

化学的 に検索 し、また 同様な条件下で生化学的検索も行な い 、比較検討を試み た 。

　 LDL を加えて も泡沫細胞 の 発生 はみ られなか っ たが 、
　 AcLDL で は ほ とん どの M φが泡洙細

胞化 した。すなわち 、培養開始15分で は 電顕的に 多数の 被覆 小坑や 小胞 ， 微細な膜構造 を容れ

た空胞の 形成がみ られ、 こ の 空胞 の 限界膜 に は酸 ホ ス フ ァ タ
ーゼ 活性が証 明 され る こ とか ら 2

次 ライ ソ ゾ ー
ム とみ な され た 。 ア ポ B の 免疫組織化学的染色を施行する と、原形質膜の びまん

性の弱陽性像に比 べ
、 被覆小坑や小胞で は強陽性を呈 し、また膜構造を容れた空胞 に も僅か に

陽性像が証明された 。 2 − 4時間で は酸 ホ ス フ ァ タ
ーゼ活性陽性の 限界膜 に囲まれた小脂質空

胞や不完 全 な ミ エ リン 様小体が 形成 され 、 24時間以降 に な ると大型の 脂質空胞、 ミエ リン 様小

体が観察され 、脂質空胞 に は 限界膜を有する もの と欠 くもの とが 認 め られた 。 ラ イ ソ ゾ
ー

ム で

の 分解 を阻害する ク ロ ロ キ ン 存在下で Acl．DL を加え 4 時間培養すると、微細な膜構造を容れ

た空胞 の 腫大が観察され たが 、脂質空胞 ，ミ エ リ ン 様小体の 形成 はみ られなか っ た。

　 こ れ に 対 し、 AcHDL で の M φの 泡沫細胞化率は少 なか っ たが 、脂肪滴を中等度含有する

M φが出現 し、電顕的には限界膜を欠 く脂質空胞 の 増加が み られ たが 、ラ イ ソ ゾ
ー

ム に は 変化

は認 め られなか っ た 。 また予備実験で は LDL とは対照的に 、
　 HDL で も形態学 的に AcHDL

の 場合 と同様な変化 が観察 されて お り HDL と M φとの 相互作用が考慮 され る 。 さ らに こ の 点

に関 して は AcLDL に よ り誘起 した 泡沫細胞 に 対する HDL の 効果 と合わせ て検討中で ある 。

　以 上の こ とか ら、 M φ の リボ蛋白の 取 り込 み に 伴 う脂質蓄積過 程で 原形質内に 出現す る脂質

の 形態や 性状に 差 異がみ られ た もの の 、 AcLDL の 取 り込 み に よ っ て in　vitro で 形成され

た泡沫細胞 はわれわ れが これまで検討 して き た高 コ レ ス テ ロ
ー

ル 食飼育家兎の 大動脈壁や皮膚

黄色腫 に観察され る M φ由来の 泡沫細胞 と形態が類似 して お り、 従 っ て 、 Ac を はじめ とす る

種々 の 化学修飾を受けた リポ蛋 白に 対する M φの ス カ ベ ン ジ ャ
ー
機能が in　 vivo で の 泡沫細胞

形成に 重要な意義を有す る と考え られ る 。
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